
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                                                      

 

   
10月4日に熊本中央高校を会

場にして開催された「私学助成署

名スタート集会」の様子が届きま

した。教職員､父母､高校生､協力

共同団体が参加しました。（詳細

は記事参照） 

 

 
 岩手の高校生私学助成学習会

だけでなく、私学助成署名の「ス

タート集会」、「学習会」が各地で

開催されています。愛知では、

21 学園で教職員、25 学園で父

母、6学園で生徒の学習会が開催

されています。 

10月10日(土)には、滋賀でオンラインを活用した学習会が開催されました。「渾身会」となづけられた懇親会が後半にセットされる学習会でした。私学助成制度と運動についてしっかり学んだ後、それぞれ

が、食べ物と飲み物を準備して渾身会へ参加。自己紹介ではその食べ物と飲み物も込みで紹介する企画で、学校枠を越えた参加者が「食べ物」を間にお互いを知り合う企画になっている点が工夫が凝らされてい

ました。出色なのは、この夕食、飲み物費用を上限を決めて滋賀私教連が負担する（きちんと共済の説明パート参加を条件としていました）という仕掛けです。参加した青年の中には、「学園外の方と出会う機会

を心待ちにしていました」と発言される方もいました。実は、みなさん「集まる場」を求めておられます。その「場」として「私学助成学習会」を全都道府県で今からでも企画していきましょう。 

大阪のＳ高校でも12日に私学助成の学習会が開催されました。8月下旬に府のすすめる会主催の学習会を受け、学園としても開催したものです。何のための教育署名なのか自校の教育と照らし合わせながら

みんなで学び、思いを出し合ったそうです。「（S高校が）憲法、教基法の理念を具現化する場所でありたい、そのために運動をみんなで続けていこう」と確認しあう場となったそうです。 

 全全国国私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  （（事事務務局局：：全全国国私私教教連連））  
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